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あらまし：2016 年度後期に反転授業を実施した．学生は，事前学習では，ビデオの視聴によるノートの

まとめと例題の実施を行い，授業では，はじめに事前学習で知識が定着しているかを確認するための小テ

ストを行った後に実習課題に取り組んだ．本稿では提出された課題の実施状況や，授業評価アンケートの

結果から，従来本学で問題とされた授業に対する学生のモチベーションに関して考察を行う．
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1. はじめに
本学 1 年次後期に行われるプログラミング演習Ⅰ

の実習においては，従来，学生が授業中に教員の講

義を聴講したのち，2 人一組でフローチャートとプ

ログラムを作成しその指導をグループごとに個別で

行ってきた．個別の指導は，大多数の学生について

授業時間内に行い，時間外には補助的に行うことを

想定していたが，学生は，授業時間中は課題を作成

することを主に行ってしまうため，教員へのアプロ

ーチが少なく，授業時間外に課題を教員に見せに来

ることがほとんどであった．このことから，学生は，

学生自身のスケジュールや課題提出の失念などによ

り，課題提出ができなくモチベーションが下がり科

目放棄につながることが観られた．また，教員は学

生の課題完成までの対面指導に要する時間が増大し，

授業時間外での負担が非常に大きかった．

反転授業の大きな特徴は，授業時間前に知識の習

得を済ませ授業中に実習を行うものである(1)．反転

授業では，事前の学習や授業内に課題を行うことに

より，自発的な学習を促すことができる．また，教

員は授業時間中に学生の質問をうけるなど個別的な

指導がしやすくなる．本研究では，前述のプログラ

ミング演習Ⅰが抱える問題を解決するために，2016
年度後期に本科目を反転授業として試行した．その

結果，反転授業によって学生が課題を行う時間を確

保しつつ，モチベーションを維持できることを確認

した．

2. 実施方法

2.1 授業全体の設計

本学プログラミング演習Ⅰで対象とするコンピュ

ータ言語は C 言語である．本科目は教員 2 人によっ

て行われている．表 1 に 2016 年度のプログラミング

演習Ⅰにおいて反転授業を実施した内容を示す．授

業全体の流れとしては，講義 15 回の中の前半 9 回は

C 言語の文法やその題目に対する簡単なアルゴリズ

ムの習得を行う．その後中間テストをはさみ，後半

の 5 回で PBL(Problem Based Learning)をベースとし

た演習を行う．

反転授業を行う 1 回目から 9 回目のうち，1 回目

のガイダンスでは，講義ビデオに慣れるため，この

科目の前段階として 1 年前期に行われたプログラミ

ング基礎演習で行ったフローチャートの書き方をビ

デオで示した．ビデオの内容をノートにまとめる課

題を行ったのち，2 回目以降の講義で表 1 に示す内

容で反転授業を行った．

2.2 授業 1 回に対して学生が行う学習

学生は授業開始までに 2.3 の事前学習に示すノー

ト作成課題を行い，授業に持参した．また，同時に

ノート作成課題に関連するサンプルプログラムを読

表 1 反転授業を実施した内容

題目

1 回目 フローチャートの作成

2 回目 基礎復習(1) -分岐-

3 回目 基礎復習(2) -繰返し-

4 回目 １次元配列

5 回目 ２次元配列

6 回目 文字配列

7 回目 関数の使い方

8 回目 関数の作成

9 回目 関数と配列
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みコードを実行した．

授業中，学生は事前に作成したノート作成の理解

を確認するための 2.4 に示す小テストを受験した．

小テスト終了後，点数を確認しその解説を聴講し

た後，2.5 に示す授業内課題を作成した．同時に，

学生は持参したノート作成課題に検印を受けた．授

業内課題は，学生 2 人一組で行い，課題に対するレ

ポートを 1 通作成した．作成したレポートは教員に

よるチェックを受けコメントをもらった後，修正し

て再度提出することで提出とみなした．レポート提

出の締め切りは講義日当日中とした．

2.3 事前学習の内容

事前学習課題は，ノート作成課題とサンプルプロ

グラムの実行である．

ノート作成課題は 5 分~20 分程度の講義ビデオを

視聴し，課題文に記された内容に基づきノートを作

成するものである．講義ビデオは 1 週間前までに学

内でのみ視聴可能な映像配信サーバへアップロード

した．課題文は PDF で講義ビデオのアップロードと

同時に学内の LMS(Learning Management System)に
アップロードした．

サンプルプログラムは，そのフローチャートとプ

ログラムリストを用意した．これらもノート作成課

題と同時に学内の LMS へアップロードした．

2.4 小テストの内容

小テストは，事前に作成したノート作成課題の理

解を確認するために行った．小テストは，LMS 上で

行われる CBT(Computer Based Testing)テストで，解

答時間は 10 分程度とした．小テストは終了後，学生

がテストの点数と誤答箇所を即時に確認できるよう

にした．テストの終了後，教員はその内容について

更に解説を加えている．

2.5 授業内課題の内容

授業内課題は，予習で行った講義ノートの作成に

関連する内容で，各回 1 問用意した．授業内課題で

は，2 回目から 5 回目においてはコーディングに対

する慣れを重視するため，課題の内容は問題文とフ

ローチャートを示しそれに対するソースコードと実

行結果を答えさせるものとした．6 回目から 9 回目

においては，プログラミングに加え，アルゴリズム

を重視し，課題の内容は問題文のみ提示し，フロー

チャート・ソースコード・実行結果を提出させるも

のとした．

教員が行う，授業内課題の指導は一組ずつ個別に

行い，書かれたソースコードやフローチャートが正

しいかだけのレベルではなく，字下げやコメントの

記述など，プログラミングの作法についても行った．

3. 実施結果の分析
本講義の登録者数は 73 名であった．事前学習の提

出物であるノート課題の提出率を図 1 に示す．2~9
回にわたっておおよそ 8 割近くと高い提出率を得た．

図 2 は授業内課題のレポート提出率である．反転授

業を行わなかった年度との比較のため，同科目にお

いて，2014 年度(受講者数 68 人)と 2015 年度(受講者

数 45 人)で提出された授業内課題レポートの提出率

を併記している．反転授業を行った 2016 年度では，

事前学習の提出物であるノート課題と同様に 8 割か

ら 9 割の間の提出率となっている．一方で，反転授

業を行わなかった 2014 年度においては 2 回目から，

2015 年度においては中盤の 4 回目から提出率が下が

る傾向にある．このことから，反転授業の実施にお

いて学生は，課題の実施に対する意識を維持できた

ことがわかる．

4. まとめ
2016 年度後期に本科目を反転授業として試行し

た．ノート課題および授業内課題のレポート提出率

が，8 割程度と高い割合で提出されていることから，

課題の提出に関しては，反転授業を行うことにより

やる気の維持ができることを確認した．

今後は，小テスト結果や LMS 学習履歴などを分

析し，学生自身に任せていた事前学習課題の実施方

法に対して，学生が実効性のある学びができるよう

な方法をアドバイスできるように検討したい．
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図 1 ノート課題の提出率

図 2 授業内課題の提出率
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